
医 療 機 器 開 発 海 外 展 開 人 材 育 成 プログラム 
~ 受講生＜第3期＞を募集します ~ 

平 成 30 年 4月 24 日 
産 業 労 働 局 

 東京都は、医療機器の海外展開に資する人材の育成を目的に、国立国際医療研究センター病院

（以下、NCGM）と連携し(※)「医療機器開発海外展開人材育成プログラム」実施しています。  

  本プログラムでは、病院内の医工連携推進室を拠点に、アジア・新興国を中心とした海外市場に

関する情報収集及び関係者とのネットワーク構築に向けた活動を行います。 今回は、以下のとお

り本プログラムの第３期生を募集いたします。 

 
本件は、「東京都長期ビジョン」における以下の都市戦略・
政策指針に係る事業です。 
都市戦略６ 「世界をリードするグローバル都市の実現」 
政策指針１５「日本の成長を支える国際経済都市の創造」 
 

「東京都長期ビジョン」事業  

 
 産業労働局商工部創業支援課  
 電話０３－５３２０－４６９３ 
 内線３６－４４２ 
 
 

プログラム概要 

 受講対象：医療機器開発等による海外展開を検討している都内中小企業 

      （ものづくり企業、医療機器メーカー・ディーラー）にお勤めの方 

 活動場所：NCGM内（新宿区戸山１－21－１） 

 定  員：５名 

 期  間：5/28(月)～9/28(金)（5か月間）＊第4期にはメンターとして参加可      

※東京都産業労働局とNCGMは、平成29年6月1日に医工連携による医療機器の開発及び事業化に関

する業務を相互に連携・協働する為に、「業務連携・協働に関する覚書」を締結しております。 

 受講生が中心となり、活動計画の策定、活動計画の実行、研究成果報告会を行います。受講

生参加型のプログラムであり、原則、すべての活動に参加いただける方を対象とします。人材

育成プログラムの運営にあたっては、東京都医工連携ＨＵＢ機構プロジェクトマネージャー、ＮＣ

ＧＭ医工連携推進室、医療関連の専門家と協議しながら、活動を推進します。 

  

 国内外で活躍する医療者等へのインタビュー・意見交換（ニーズ調査） 

 病院内における臨床現場の観察 

 海外の医療現場の動向、医工連携の可能性等の検討 

 研究成果発表会の開催（受講者による中間・最終報告） など       

内容（予定） ※詳細は裏面をご覧ください 

事務局  ：  東京都医工連携HUB機構 
TEL：03-5201-7321（平日9：00-17：00）  Email:info@ikou-hub.tokyo     HP:https://ikou-hub.tokyo/ 

申込方法 

 別紙「医療機器開発海外展開人材育成プログラム」参加申込書に必要事項をご記入の上、以
下事務局のEmail宛にご提出ください。 
 申込書はHP(https://ikou-hub.tokyo/contents/news/kaigai_jinzai_program_3/)よりダウンロードできます。 
    

期間：4月24日（火）～5月21日（月） 

※受講生の決定は、参加申込書等の審査を経た上で先着受付順とします。 

問合せ先 

https://ikou-hub.tokyo/contents/news/kaigai_jinzai_program_3/
https://ikou-hub.tokyo/contents/news/kaigai_jinzai_program_3/
https://ikou-hub.tokyo/contents/news/kaigai_jinzai_program_3/
https://ikou-hub.tokyo/contents/news/kaigai_jinzai_program_3/


 第3期では、下記の内容を予定しています。 １回あたりの講義、実習、検討会の時間は2～3時間程度と 

 なります。最終報告会には、一般の方もご参加いただけます。 

回数 区分  内容（予定） 

開会式 
(5/28(月) 18:00-19:30) 

－ 
開会式 
平成29年度受講者による活動報告 

第1回 
(6/6(水)   15:00-16:30) 

講義 「ベトナムの医療現場の実態を学ぶ」 

第2回 
(6/13(水) 15:00-16:30) 

講義 「ミャンマーの医療現場の実態を学ぶ」 

第3回 
(6/25(月) 14:00-17:00) 

検討会 

講義の内容に基づき、講師・メンター陣のサポートの下
で受講生による情報収集・分析、ディスカッションをお
こなう。ベトナムおよびミャンマーの人口動態、疾病構
造、医療政策、医療現場、電力供給・物流、地政学的要
因、医療機器関連法規制等について補足的な情報収集を
おこない、現地の医療機器開発ニーズ、医工連携の可能
性について検討する。 

第4回 
(7/17(火) 14:00-17:00) 

検討会 

中間報告会 
(7/25(水) 17:00-19:00) 

－ 第１～４回までの活動報告 

第5回 
(8/7(火)   10:00-12:00) 

実習 「医療機器管理の実態を学ぶ -国内と海外の比較-」 

第6回 
(8/24(金) 17:00-19:00) 

実習 「救命救急センターの実態を学ぶ -国内と海外の比較-」 

第7回 
(9/3(月)   14:00-17:00) 

検討会 
実習の内容に基づき、講師・メンター陣のサポートの下
で受講生による情報収集・分析、ディスカッションをお
こなう。「医療機器管理」と「救命救急」に焦点をあて、
ベトナムおよびミャンマーについて情報収集し、国内と
の比較をおこなうとともに、医療機器開発ニーズ、医工
連携の可能性について検討する。 

第8回 
(9/18(火) 14:00-17:00) 

検討会 

最終報告会 
(9/28(金) 18:00-20:30) 

－ 
第１～８回までの活動結果と今後に向けた課題の報告 
閉会式 

講義の様子 講義の様子 実習の様子 

実習の様子 実習の様子 報告会の様子 


